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明
る
い
楽
し
い
年
末
、
年
始
を

ま
ず
交
通
安
全
か
ら

　
年
の
瀬
と
と
も
に
何
か
と
あ
わ
た

だ
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
．
市
交
通

対
策
協
議
会
で
は
、
今
月
か
ら
来
年

の
一
．
一
月
十
日
ま
で
年
末
．
年
始
の
交

通
事
故
防
止
期
間
と
し
て
、
運
転
者

は
、
も
ち
論
の
こ
と
、
職
場
や
、
家

族
ぐ
る
み
で
事
故
防
止
に
つ
と
め
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
一
方
年

末
に
起
き
や
す
い
盗
難
や
．
火
災
な

ど
に
も
充
分
注
意
し
て
、
み
ん
な
で

明
る
い
、
楽
し
い
年
末
、
年
始
が
過

ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．

　
年
末
、
年
始
の

　
　
特
別
交
通
事
故
防
止

　
こ
と
し
の
交
通
事
故
（
一
月
～
十

月
）
は
、
発
生
百
三
十
件
、
死
者
六

人
、
傷
者
百
三
十
三
人
で
す
が
今
期

間
の
重
点
事
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
か
ら
皆
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
●◎

運
転
者
に
酒
を
す
す
め
な
い
．

◎
つ
か
れ
た
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

◎
自
分
の
歩
行
の
安
全
に
責
任
を
も

　
つ
．

◎
自
動
車
に
は
，
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

　
（
チ
エ
！
ン
）
を
つ
け
る
。

◎
無
免
許
運
転
を
し
な
い
こ
と
。

◎
暴
走
運
転
は
や
め
よ
う
。

防
犯
や
火
の
用
心
に
も

　
年
末
年
始
の
防
犯
運
動

　
来
年
一
月
五
日
ま
で
が
期
間
で
、

十
日
町
警
察
署
で
は
、
特
別
な
取
り

締
ま
り
を
実
施
し
ま
す
が
、
年
末
、

年
始
は
と
か
く
人
の
心
が
ゆ
る
み
が

ち
で
す
。
そ
の
ス
キ
を
ね
ら
っ
て
、

各
種
の
犯
罪
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

つ
ぎ
の
点
に
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。一

、
戸
締
ま
り
は
厳
重
に
す
る

二
、
人
ご
み
の
中
は
．
ス
リ
、
置
き

　
引
き
、
ひ
っ
た
く
り
の
犯
罪
が
起

　
き
や
す
い
の
で
気
を
つ
け
る

　
年
末
の
火
災
予
防

　
寒
さ
が
き
び
し
く
な
っ
て
、
火
を

使
う
機
会
が
門
多
く
な
っ
て
き
ま
し
σ

た
．
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
プ
ロ
バ
ン
ガ

ス
な
ど
燃
焼
器
具
の
使
用
に
つ
い
て

は
、
正
し
い
取
扱
い
を
し
て
、
火
事

を
だ
さ
な
い
よ
う
、
お
互
い
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
犯
罪
が
お
き
た
ら
一
一
〇
番
へ

　
火
事
、
急
救
は
一
一
九
番
へ

糠
麗
県
が
対
策
を
指
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
地
震
の
と
き
の
心
得

　
県
で
は
小
千
谷
地
震
に
つ
い
て
対

策
を
検
討
す
る
た
め
去
る
五
日
．
小

千
谷
市
役
所
で
同
市
を
中
心
と
し
た

関
係
市
町
村
の
防
災
担
当
者
会
議
を

開
き
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
べ
く
防
災
休
制
に
万
全

を
期
す
よ
う
、
指
示
L
ま
し
た
。

　
小
千
谷
地
震
は
、
去
る
十
一
月
十

二
日
，
第
五
回
災
害
科
学
、
総
合
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
東
京
大
学
宮
村

教
授
ら
が
小
千
谷
市
附
近
の
地
震
の

可
能
性
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
も

の
で
同
教
授
に
求
め
た
具
体
的
解
説

に
も
と
づ
い
て
そ
の
後
、
県
な
ら
び

に
小
千
谷
市
で
地
震
対
策
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
わ
が
国
に
お

い
て
は
、
地
震
が
い
つ
ど
こ
で
発
生

す
る
か
全
く
予
断
を
許
さ
な
い
も
の

で
あ
り
、
小
千
谷
地
震
に
つ
い
て
も
、

十
日
町
市
附
近
か
ら
小
千
谷
市
を
通

っ
て
長
岡
市
ま
で
の
地
質
構
造
が
最

悪
の
場
合
、
数
年
中
に
地
震
の
可
能

性
が
強
い
と
い
う

こ
と
で
、
県
内
の

他
の
地
域
に
地
震

が
起
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い

そ
う
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
市

で
は
豪
雪
対
策
と

あ
わ
せ
て
地
震
対

策
の
必
要
に
迫
ま

ら
れ
十
六
日
、
防

災
会
議
を
開
い
て

各
関
係
機
関
の
協

力
を
要
請
し
ま
し

た
が
、
さ
し
あ
た

り
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
地
震
の
と
き

の
心
得
に
つ
い

て
、
つ
ぎ
の
こ
と

を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
、
危
険
建
物
は
補
強
す
る
こ
と
。

二
、
鉄
筋
建
物
に
い
た
場
合
、
机
の

　
下
等
に
避
難
す
る
こ
と
。

三
、
狭
い
路
地
、
塀
の
そ
ば
、
崖
や

　
川
べ
り
は
危
険
で
す
。

四
、
山
地
で
は
、
山
崩
れ
に
注
意
す

　
る
〇

五
、
火
事
に
な
ら
な
い
よ
う
、
風
呂

　
桶
や
バ
ケ
ツ
は
満
水
に
し
て
お
く

六
、
非
常
用
品
（
懐
中
電
灯
、
・
ー

　
ソ
ク
、
家
庭
常
備
薬
）
は
、
常
に

　
取
揃
え
保
管
し
て
お
く
。

七
．
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
の
置

　
ぎ
場
所
を
し
っ
か
り
固
定
す
る
．

八
、
屋
根
の
除
雪
は
早
目
に
や
る
．

九
、
各
家
庭
と
も
ニ
ヵ
所
以
上
の
避

　
難
口
を
確
保
す
る
。

写
真
は
地
震
打
合
会
（
N
H
K
提
供
）

測
量
を
終
っ
た
工
場
団
地

　
　
　
　
　
　
　
　
城
之
古
地
元
産
業
を
誘
致

　
現
在
十
日
町
市
は
、
通
商
産
業
省

の
工
場
適
地
と
し
て
城
之
古
、
下
島

地
区
が
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
．

城
之
古
団
地
に
つ
い
て
は
、
昨
年
以

来
団
地
造
成
を
図
り
、
地
元
の
説
明

会
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
面
積

が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
地
主
の
一
部

に
反
対
が
あ
っ
た
こ
と
、
更
に
市
が

団
地
造
成
の
事
業
主
体
に
な
っ
た
場

合
、
農
地
転
用
が
で
き
な
い
等
の
悪

条
件
が
重
な
っ
た
た
め
、
思
う
よ
う

に
計
画
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
本

年
に
入
り
、
市
と
織
物
工
業
協
同
組

合
と
話
し
あ
い
、
城
之
古
の
工
場
団

地
に
つ
い
て
は
当
初
計
画
し
た
他
産

業
の
誘
致
を
、
地
場
産
業
で
あ
る
織
．

物
業
の
進
出
を
中
心
に
し
た
も
の
に

変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た

織
物
組
合
で
は
、
工
場
別
に
進
出
希

望
を
つ
の
っ
た
結
果
、
大
体
＋
四
、

五
工
場
程
度
の
希
望
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
市
と
織
物
組
合
で
は

十
月
以
来
六
回
に
わ
た
り
説
明
会
を

開
き
．
測
量
に
つ
い
て
の
協
力
方
を

市
民
会
舘
の
建
設
へ

44

年
度
か
ら
三
力
年
計
画
で

　
第
一
回
十
日
町
市
民
会
舘
建
設
審

議
会
は
十
一
月
二
十
六
日
開
催
さ

れ
．
次
の
事
項
を
決
定
し
市
長
に
答

申
し
ま
し
た
．

一
、
名
称
は
市
民
に
親
し
み
や
す
い

　
「
市
民
会
舘
」
と
す
る
。

二
、
建
設
年
次
は
昭
和
四
十
四
年
、

　
四
十
五
年
、
四
＋
六
年
の
三
力
年

　
計
画
と
す
る
。

三
、
建
設
位
置
は
、
現
中
央
公
民
舘

　
敷
地
を
利
用
す
る
。

四
、
そ
の
他
．
細
部
に
つ
い
て
は
今

　
後
他
而
の
同
種
会
舘
を
視
察
し
、

　
十
日
町
市
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
会

舘
を
建
設
す
る
。

建
設
審
議
会
委
員
は
次
の
と
お
り

　
で
す
。

市
議
会
議
長

樋
口
政
太
郎

　
同
　
副
議
長
　
　
　
石
坂

　
同
総
務
財
政
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
村

　
同
　
文
教
厚
生
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田

　
同
　
建
設
委
員
長
　
島
田

　
同
　
経
済
委
員
長
　
丸
山

市
教
育
委
員
長
　
　
　
本
田

市
社
会
教
育
委
員
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部

正
隆

勝
治

金尚直正
作政治邦

悌
二

要
請
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
十

一
月
中
旬
よ
り
測
量
を
始
め
、
十
二

月
二
日
測
量
を
一
応
完
了
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
は
最
も
困
難
な
土
地
買

収
、
代
替
地
等
の
交
渉
を
進
め
る
わ

け
で
す
が
、
約
五
万
坪
と
い
う
大

規
模
な
団
地
造
成
で
も
あ
り
、
関
係

者
の
協
力
が
要
請
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
現
在
十
日
町
市
で
は
、
用
途
地

域
（
都
市
に
お
け
る
土
地
利
用
計

画
）
の
指
定
も
準
備
中
で
あ
り
、
工

場
団
地
の
造
成
が
成
功
い
た
し
ま
す

と
市
街
地
の
工
場
公
害
も
順
次
減
少

し
、
住
み
よ
い
都
市
造
り
も
可
能
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
．

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
下
さ
い

　
こ
と
し
も
ま
た
昭
和
四
十
三
年
工

業
統
計
調
査
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
県
知
事

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
各
事
業

所
に
お
う
か
が
い
し
て
調
査
票
の
記

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
か
ら
、
ご

多
忙
の
と
こ
ろ
お
手
数
で
す
が
該
当

調
査
事
項
に
つ
い
て
ご
記
入
の
う
え

指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
調
査
員
に

提
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
調
査
票
は
統
計
法
に
よ
っ
て

そ
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
統
計
目
的

以
外
の
税
金
徴
収
の
算
定
資
料
等
申

告
者
に
不
利
益
と
な
る
よ
う
な
こ
と

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
、
ご

心
配
な
く
正
し
い
ご
報
告
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
．

新
有
権
者
の
感
想
文
募
集

t
県
選
挙
管
理
委
員
会
ー

　
県
選
管
で
は
、
新
し
く
有
権
者
と

な
る
青
年
男
女
を
対
象
に
つ
ぎ
の
要

領
で
政
治
、
選
挙
に
つ
い
て
の
感
想

文
を
募
集
し
ま
す
．

　
◎
感
想
文
の
内
容
と
標
題

　
新
有
権
者
と
し
て
の
民
主
政
治
、

と
く
に
選
挙
に
対
す
る
自
覚
を
内
容

と
す
る
も
の
で
、
標
題
は
自
由
で
す

が
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
枚
以
内
。

　
◎
応
募
資
格

　
昭
和
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
同

二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
。

　
◎
締
切
期
日

　
昭
和
四
＋
四
年
一
月
三
十
一
日

（
当
日
づ
け
消
印
あ
る
郵
送
作
品
有

効
）

　
◎
提
出
先

　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
◎
入
選
者
決
定

　
昭
和
四
十
四
年
三
月
中
旬
（
昭
和

四
十
四
年
三
月
十
五
日
づ
け
明
る
く

正
し
い
選
挙
推
進
機
関
紙
「
私
た
ち

の
広
場
」
で
発
表
の
予
定
）

　
◎
賞
状
お
よ
び
賞
金

　
入
選
者
に
は
、
次
の
と
お
り
自
治

大
臣
か
ら
賞
状
お
よ
び
賞
金
を
贈
呈

し
ま
す
。

　
一
等
　
　
一
点

二
等
　
　
二
点

三
等
　
　
三
点

佳
作
　
　
若
干

◎
応
募
上
の
注
意

一
、
応
募
者
の
住
所
、

二
万
円

一
万
円

五
千
円

二
千
円

氏
名
（
と
も
．
． 購嚢簾．

㎜
｛
◎
麟
翻
日
の

　
　
来
年
一
月
の
水
道
検
針
、
集
金
日

慧
縮
鍵
雛
離
難
舗

コ

薫
舎
湾
そ
れ
ぐ
一
一
百
づ
つ

㎜
蒸
り
さ
力
呈
す
の
で
お
智
せ
い

器
た
し
ま
す
。

”
一
　
な
お
、
厳
冬
に
備
え
て
、
水
栓
柱

”
㎜
量
水
器
等
の
凍
結
に
ご
用
心
く
だ
さ

”
㎝
・
・

　
㌧

躍
◎
水
道
課
の
年
末
支
払
日

　
　
十
二
月
二
十
五
日
二
十
六
日

　
　
市
役
所
の
年
末
、
年

引
　
始
の
休
み

　
◎
年
末
　
十
二
月
三
十
日
、
三
十
一

　
　
　
　
　
日

　
◎
年
始
　
一
月
一
日
、
二
日
、
三
日

隅

捌
　
県
立
高
田
養
護

、
　
学
校
生
徒
募
集

，
　
一
、
願
書
の
締
切
り

温瓢
　
昭
和
四
十
四
年
一
月
十
日
か
ら
二

茸
二
吉
ま
で

擶
二
、
入
学
選
考

㎜
…
第
茨
－
各
種
テ
ス
ト
、
面
接

摺
　
第
二
次
…
一
日
入
学
し
て
観
察

叩
㎜
三
、
入
学
期
日

㎜
㎜
　
昭
和
四
十
四
年
四
月
八
日

捌
隅
四
、
入
学
資
格

聞
　
知
能
指
数
五
十
≧
六
十
程
度
の
小

翻
中
学
生
で
、
進
行
性
や
伝
染
性
の
病

嵩
麟
気
が
な
く
、
集
団
生
活
の
で
き
る
も

　
に
ふ
り
が
な
を
付
す
る
こ
と
）

、
性
別
、
生
年
月
日
お
よ
び
職
業
を

　
原
稿
の
末
尾
に
明
記
す
る
こ
と

　
（
枚
数
制
限
外
）

二
、
感
想
文
封
入
の
封
筒
の
表
面
左

　
下
に
「
感
想
文
在
中
」
と
明
記
す

　
る
こ
と
．

三
、
応
募
作
品
は
、
返
却
し
な
い
も

　
の
と
す
る
．

四
、
入
選
作
品
は
、
明
る
く
正
し
い

　
選
挙
推
進
運
動
の
め
に
た
自
由
に

　
使
用
で
き
る
こ
と
。

五
、
こ
の
感
想
文
募
集
が
行
な
わ
れ
．

　
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
媒
体
名

　
（
新
聞
紙
名
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ

　
局
名
、
府
県
、
市
町
村
の
広
報
紙

　
名
等
）
を
記
入
す
る
こ
と
。

六
、
応
募
作
品
は
、
一
人
一
点
に
限

　
る
も
の
と
す
る
こ
と
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

・
引
の
。

　
五
、
学
校
の
住
所

留
　
高
田
市
寺
町
一
丁
目
十
五
番

ユ

需
　
電
話
　
三
ー
七
五
七
三

畿

．
　
十
八
日
か
ら

コ

㎜
㎜
　
定
例
市
議
会

ぽ

＝
　
十
日
町
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は

　
＋
八
日
か
ら
開
か
れ
、
昭
和
四
十
二

瓢

　
年
度
†
日
町
市
一
般
会
計
決
算
認

謡
定
、
十
日
町
市
一
般
職
員
の
給
与
支

牌㎜
㎜
給
条
例
の
一
部
改
正
、
条
例
制
定
な

㎜
…
ど
二
十
三
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま

腸　
す
．

順

タ
バ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

タ
パ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

る
税
金
は
、
市
の
道
路
、
学
校
等
の

経
費
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

（
誕
搬
難
鑑
ψ

一324一
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冬
の
交
通
確
保
に
万
全

今
冬
の
道
路
除
雪
計
画

　
今
冬
は
、
新
潟
気
象
台
の
発
表
で

は
、
里
雪
型
を
予
想
し
て
い
ま
す
が

昭
和
四
十
三
年
豪
雪
の
よ
う
に
一
時

的
に
ド
カ
雪
が
襲
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
市
で
は
冬
期
間
の
道
路
確
・

保
の
た
め
、
県
と
協
力
態
勢
を
と
り

つ
ぎ
の
と
お
り
四
十
三
年
度
冬
期
道

路
除
雪
計
画
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
【
十
日
町
市
関
係
区
域
】

　
十
日
町
土
木
事
務
所
担
当
区
間

◎
一
種
除
雪

国
道
一
一
七
号
線

　
宮
栗
～
下
条
駅
前

国
道
二
五
三
号
線

　
浅
川
原
～
高
田
町
一

主
要
地
方
道
小
千
谷
千
手
十
日
町
線

　
千
手
｝
浅
川
原

一
般
県
道
十
日
町
停
車
場
線

　
十
日
町
駅
セ
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス

◎
二
種
除
雪

　
下
条
駅
前
～
小
千
谷
市
郡
界

国
道
二
五
二
号
線
　
上
野
硬
下
条

主
要
地
方
道
小
千
谷
千
手
十
日
町
線

　
上
野
盈
千
手

一
般
県
道
余
川
十
日
町
（
T
）
線

　
田
川
町
～
本
町

◎
三
種
除
雪

国
道
一
一
七
号
線
　
羽
倉
～
宮
栗

国
道
二
五
二
号
線

　
北
原
1
魚
ノ
田
川

国
道
二
五
三
号
線

　
樽
沢
～
浅
川
原
、
山
本
～
池
之
平

県
道
焼
野
大
和
線
　
焼
野
～
新
水

県
道
十
日
町
羽
倉
線

　
小
泉
～
北
鐙
坂

　
十
日
町
市
担
当
区
問

◎
而
道
除
雪

市
道
本
町
西
線
　
山
本
～
警
察
署

　
高
山
～
本
町
六

市
道
山
本
高
山
線
　
高
山
≧
山
本

市
道
川
治
昭
和
町
線

　
駅
通
り
こ
本
町
一

市
道
停
車
場
山
本
線

　
駅
～
高
田
町
二

市
道
島
一
、
二
号
線

　
衛
生
セ
ソ
タ
；
1
と
畜
場

市
道
川
原
町
北
原
線

　
田
川
町
～
新
座

市
道
新
座
中
央
線
本
町
七
妻
新
座

　
道
路
圧
響

県
道
明
神
下
条
停
車
場
線

　
為
永
～
二
子

市
道
下
貫
線
為
永
～
塩
野

国
道
二
五
三
号
線
　
池
之
平
～
長
里

県
道
十
日
町
塩
沢
線

　
川
治
こ
ニ
ッ
屋

県
道
当
間
土
市
停
車
場
線

　
伊
達
～
鍬
柄
沢

　
　
冬
は
週
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別

　
ゴ
、
・
・
の
収
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
ご
ろ
ご
協
力
い
た
だ
ぎ
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
．

　
さ
て
、
こ
と
し
も
降
雪
を
間
近
に

控
え
．
交
通
が
ス
ト
ッ
ブ
し
ま
す
と

ゴ
、
、
、
収
集
も
そ
の
行
動
範
囲
が
、
極

度
に
縮
少
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
方

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
が
こ
と
し
も
冬
の
ゴ
ミ
集
め
は
、

去
る
十
二
月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
と
お

　
県
道
水
沢
石
打
停
車
場
線

　
　
水
堀
～
当
間

　
県
道
、
市
道
（
吉
田
線
）
石
橋
～
鉢

回
に

ゴ
、
ミ
収
集
区
域

　
り
変
更
収
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

　
間
違
い
の
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
ご
協

　
力
願
い
ま
す
。
な
お
．

　
◎
ゴ
、
・
・
収
集
の
日
に
は
必
ら
ず
設
置

　
　
さ
れ
て
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

　
　
す
。

　
◎
ポ
リ
袋
、
紙
袋
等
は
必
ら
ず
口
を

　
　
し
ば
る
。

　
◎
事
業
所
、
工
場
．
商
店
等
多
量
の

　
　
ゴ
、
、
・
は
．
衛
生
的
に
自
己
処
分
を

一
…
≡
…
§
…
一
≡
一
…
≡
ロ
≡
目
≡
一
…
一
≡
≡
一
…
≡
署
≡
一
一
≡
≡
≡
≡
≡
…
＝
一
一
…
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
＝
≡
≡
…
≡
≡
≡
一
≡
5
≡
≡
目
≡
一
一
ロ
…
＝
…
≡
≡
…
≡
一
≡
…
≡
…
…
≡
≡
一
…
…
≡
一
…
霞
≡
ロ
一
…
呂
§
≡
≡
≡
≡
一
＝
≡
…
…
≡
≡
≡
一
一
≡
騨
≡
≡
置
一
≡
＝
一
≡
壱

新
民
生
委
員
が
き
ま
り
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
で
、
十
二

月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
方
々
が
、
新
し

い
民
生
委
員
と
し
て
．
民
生
関
係
の

相
談
に
応
じ
ま
す
．
カ
ッ
コ
内
は
担

当
区
域
。

▽
服
部
慶
円
（
本
町
一
上
、
本
町
一

下
、
本
町
東
一
、
本
町
西
一
）
▽
徳

永
泰
三
（
神
明
町
．
学
校
町
、
水
野

町
）
▽
田
村
ト
ヨ
（
本
町
二
、
宮
下

西
、
諏
訪
町
、
宮
下
東
）
▽
根
津
モ

ト
（
田
中
本
通
り
、
田
中
西
、
若
宮

田
中
東
）
▽
高
橋
栄
助
（
川
原
町
、

田
川
町
）
▽
中
村
か
お
る
（
本
町
六

硬
一
、
六
～
二
、
六
～
三
、
ハ
幡

田
）
▽
根
津
富
（
稲
荷
町
一
、
二
、

三
、
本
通
り
三
南
。
三
北
）
▽
波
間

良
（
旭
町
．
昭
和
町
四
、
西
浦
東
、

西
浦
西
、
駅
通
り
）
▽
島
田
幸
吉

（
昭
和
町
三
．
加
賀
糸
屋
町
、
泉
町

関
口
樋
口
町
）
▽
植
木
正
太
郎
（
高

田
町
二
、
三
東
、
三
西
．
三
南
、
栄

町
）
▽
高
木
英
治
郎
（
高
田
町
一
、

昭
和
町
二
、
七
軒
町
、
西
寺
町
）
▽

渡
辺
而
松
（
袋
町
東
、
中
、
西
、
昭

和
町
一
）
▽
庭
野
勝
治
（
江
道
、
猿

倉
、
軽
沢
）
▽
高
橋
徳
重
（
大
池
菅

沼
）
▽
庭
野
六
郎
（
赤
倉
．
津
池
）

▽
中
川
光
忍
（
新
座
一
、
二
三
、

四
）
　
▽
中
林
フ
ミ
（
島
、
千
代
田

町
）
▽
関
ロ
キ
イ
（
本
町
三
、
四

五
）
▽
貝
沢
マ
ッ
（
本
町
七
～
一
、

七
凄
二
）
▽
金
子
マ
ス
ミ
（
四
日
町

新
田
一
、
二
、
三
、
四
）
▽
佐
野
フ

、
、
、
（
中
町
、
島
、
下
町
）
▽
丸
山
哲

英
（
四
日
町
一
、
二
、
三
、
四
）
▽

岩
田
三
吾
（
峠
、
梅
沢
、
中
条
新
田

北
原
、
市
之
沢
）
▽
高
橋
嘉
磨
（
塚

田
　
八
幡
、
太
子
堂
、
上
原
、
尾
崎

五
軒
新
田
）
▽
田
村
澄
江
（
旭
町
、

止
町
、
背
戸
）
▽
庭
野
友
治
（
東
枯

木
叉
、
西
枯
又
、
小
貫
）
▽
橋
本
清

一
郎
（
魚
之
田
川
、
新
水
）
▽
大
島

正
（
上
田
原
、
蕨
平
．
三
つ
山
、
高

場
　
美
女
木
）
▽
水
落
艮
祐
（
宇
田

ケ
沢
、
菅
沼
、
山
新
田
、
紫
倉
）
▽

池
田
福
栄
（
轟
木
、
焼
野
、
加
勝
、

池
谷
、
入
山
）
▽
近
藤
英
太
郎
（
上

新
田
、
山
際
）
▽
水
落
敬
作
（
原
、

廿
日
城
、
岩
野
）
　
▽
藤
田
つ
ね
子

　
（
貝
野
川
、
新
保
）
▽
山
口
誠
一

（
為
永
　
野
田
、
ガ
ニ
沢
、
山
根
、

桑
原
）
▽
関
口
貞
治
（
水
口
、
下
山

新
光
寺
）
▽
水
落
ト
、
・
・
（
ニ
タ
子
、
願

入
）
▽
水
落
長
平
（
仙
之
山
、
平
．

漉
野
、
慶
地
）
▽
柳
治
作
（
稲
葉
、

吉
田
山
谷
）
▽
酒
井
浩
司
（
小
泉
、

下
浅
河
原
）
▽
春
日
壮
一
郎
（
樽
沢

ヒ
浅
河
原
）
▽
太
田
健
一
（
南
鐙

坂
）
▽
涌
井
キ
ョ
ノ
（
高
島
）
▽
尾

身
ト
ラ
（
鉢
．
中
手
）
▽
桑
原
勝
利

（
名
ヶ
山
、
中
平
）
▽
島
田
キ
ク
エ

（
北
鐙
坂
）
▽
村
山
ス
、
ミ
（
上
町
、

中
町
、
内
後
）
▽
遠
田
長
作
（
川
治

下
町
一
、
二
、
三
、
谷
内
丑
）
▽
岡

村
与
作
（
北
新
田
、
城
之
古
一
、

二
）
▽
高
橋
藤
作
（
高
山
一
、
二
、

三
、
四
、
六
、
七
）
▽
桑
原
喜
作

（
山
本
一
、
二
．
、
三
．
四
、
五
）

▽
南
雲
志
ゆ
（
関
根
一
、
二
、
浅
之

平
、
笹
之
沢
）
▽
村
山
常
太
郎
（
池

之
平
、
落
之
水
、
孕
石
　
長
里
、
控

木
、
稲
子
平
）
▽
田
川
正
三
（
春
日

町
一
、
二
、
三
、
高
田
町
四
、
五
）

▽
柳
貞
太
郎
（
中
村
、
山
谷
、
麻

畑
）
▽
福
崎
健
太
郎
（
田
麦
）
▽
俵

山
邦
治
（
ニ
ッ
屋
、
船
坂
）
▽
林
福

市
（
塩
之
又
）
▽
富
井
修
三
（
水
沢

珠
川
）
▽
鈴
木
正
吉
（
馬
場
一
、
二

三
、
四
）
▽
h
村
順
平
（
太
田
島
一

二
、
三
）
▽
武
田
つ
ね
子
（
土
市
一

二
、
三
、
四
）
▽
佐
藤
重
夫
（
当
間

二
俣
口
）
▽
山
崎
芳
一
（
池
之
尻
、

細
尾
、
天
池
）
▽
村
山
行
作
（
池
沢

野
中
、
鍬
柄
沢
、
漆
島
）
▽
保
坂
辰

平
（
姿
一
．
二
、
安
養
寺
、
新
宮
一

二
）
▽
宮
沢
政
徳
（
大
黒
沢
　
小
黒

沢
）
▽
樋
口
芳
次
（
市
之
沢
、
中
在

家
、
南
雲
）
▽
宮
沢
垣
子
（
伊
達
一

二
、
三
、
四
）
　
　
　
計
六
十
八
名

　
　
明
治
百
年
記
念

　
　
植
林

　
市
内
南
中
学
校
で
は
、
明
治
百
年

記
念
事
業
と
し
て
、
去
月
十
日
八
箇

地
内
の
学
校
林
約
一
町
歩
に
杉
苗
三

千
五
百
本
を
植
え
ま
し
た
。
　
【
写
真

は
植
林
風
景
】

◎
河
川
、
湖
沼
、
そ
の
他
公
共
の
水

　
域
に
ゴ
、
・
・
又
は
ふ
ん
尿
を
す
て
な

　
い
よ
う
。

　
以
上
の
こ
と
に
ご
注
意
下
さ
い
。

　
冬
期
問
ご
み
収
集
区
域
表

▽
月
曜
旺
本
町
東
一
　
宮
下
東
　
宮

　
下
西
　
諏
訪
町
　
神
明
町
　
水
野

　
町
　
若
宮
町
　
川
原
町
　
田
中
東

　
田
中
西
　
田
中
本
通
り
　
学
校
町

　
田
川
町
一
、
二
、
三

▽
火
曜
“
本
町
一
上
　
本
町
一
下

　
本
町
西
一
　
昭
和
町
『
　
高
田
町

　
二
　
本
町
二
の
一
部
　
高
田
町
一

　
栄
町
　
袋
町
東
　
袋
町
中
　
袋
町

　
西
　
山
本
一
≧
五
　
川
治
地
区
国

　
道
沿
い

▽
水
曜
“
昭
和
町
二
　
加
賀
糸
屋

　
関
口
樋
口
　
昭
和
町
三
　
駅
通
り

　
泉
町
　
西
寺
町
　
七
軒
町
　
本
町

　
二
　
本
町
三

▽
木
曜
”
本
町
四
　
本
町
五
　
昭
和

　
町
四
　
西
浦
東
　
本
町
六
の
一

　
本
町
六
の
二
　
本
町
六
の
三
　
西

　
浦
西
　
旭
町
　
稲
荷
町
一
　
稲
荷

　
町
二
　
稲
荷
町
三
の
踏
切
ま
で

毎月第2金曜日

交通相談日

午前10時～午後3時まで

市　役　所　日　本　問

　
本
町
七
の
一
　
本
町
七
の
二

▽
金
曜
”
高
田
町
三
東
高
田
町
三

　
西
　
高
田
町
三
南
　
丸
山
町
　
稲

　
荷
町
四
　
稲
荷
町
三
本
通
り
　
稲

　
荷
町
三
南
　
稲
荷
町
三
北
　
千
代

　
田
　
八
幡
田
　
高
田
町
四
　
高
田

　
町
五
　
春
日
町
一
～
三
　
高
山
全
－

　
域
　
寿
町
　
島
区

　
　
宮
中
え
ん
堤

　
　
正
月
に
放
流

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
宮
中

取
水
口
の
修
理
工
事
の
た
め
、
つ
ぎ

に
よ
り
え
ん
堤
の
放
流
を
行
な
い
ま

す
か
ら
、
当
日
の
信
濃
川
に
は
充
分

ご
注
意
下
さ
い
。
な
お
放
流
開
始
の

　
昭
和
四
十
四
年
一
月
十
一
日
（
土

　
曜
日
）
夜
十
時
三
十
分
か
ら
一
月

　
十
二
日
（
日
曜
日
）
朝
四
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

際
に
は
、
警
報
設
置
箇
所
で
サ
イ
レ
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ソ
を
鳴
ら
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ

◎
実
施
日
時
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
月
の
は
じ
め
に

冒

　
　
十
二
月
は
主
婦
に
と
っ
て
一
年
中

　
で
、
や
は
り
い
ち
ば
ん
忙
し
い
月
．

　
そ
の
上
、
日
あ
し
が
短
く
、
ま
ご
ま

　
ご
し
て
い
る
と
、
す
ぐ
一
日
が
終
わ

　
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
月
の

”
”
は
じ
め
に
、
家
事
の
手
順
を
き
め
て

皿
…
押
し
つ
ま
っ
て
か
ら
、
ま
ご
ま
ご
し

　
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
．
小

　
さ
い
黒
板
を
利
用
す
る
か
、
ヵ
レ
ン

　
ダ
ー
の
余
白
な
ど
に
、
こ
の
月
の
お

”
”
よ
そ
の
日
程
を
書
き
こ
ん
で
お
い

㎜
…
て
、
手
ぎ
わ
よ
く
家
事
を
す
ま
せ
、

　
す
っ
き
り
し
た
気
分
で
新
し
い
年
を

　
迎
え
ま
し
ょ
5
．

　
　
防
　
火

・
　
寒
く
な
る
に
つ
れ
て
、
火
災
が
ぐ

…
…
ん
と
ふ
え
ま
す
。
火
災
の
原
因
に
な

　
る
火
が
家
中
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る

　
と
考
え
て
、
ス
ト
ー
ブ
、
ア
ン
カ
、

　
電
気
毛
布
、
こ
た
つ
な
ど
、
そ
の
取

　
扱
い
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で

…
…
す
。

…
…
　
同
時
に
、
ガ
ス
を
熱
源
に
使
う
場

…
…
合
は
、
不
用
な
と
き
は
、
元
せ
ん
を

と
い
え
ま
す
。

　
家
の
内
外
整
理

　
日
本
の
家
屋
は
、
家
全
体
を
暖
か

に
す
る
よ
う
な
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
．
そ
こ
で
、
家
族
が
常
に
集
ま
る

室
を
き
め
、
す
き
間
風
を
ふ
せ
ぎ
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
お
い

て
一
家
団
ら
ん
の
場
を
作
り
ま
し
ょ

う
●

　
案
外
寒
い
の
が
台
所
、
主
婦
は
、

一
日
の
う
ち
の
大
半
を
台
所
で
す
ご

す
の
に
、
台
所
の
暖
房
に
は
、
無
関

心
．
台
所
に
は
い
つ
も
火
が
あ
る
は

ず
で
す
か
ら
、
外
部
と
の
仕
切
り
な

ど
を
く
ふ
う
す
れ
ぽ
、
暖
か
に
で
き

る
も
の
で
す
．
台
所
が
あ
た
た
か
い

こ
と
は
女
性
の
健
康
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
．

　
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る
事
軽
が

あ
い
か
わ
ら
ず
出
て
い
ま
す
。
ガ
ス

・
ス
ト
ー
ブ
、
炭
火
、
れ
ん
た
ん
に

よ
る
暖
房
に
は
、
と
く
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
．

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
も
頻

発
し
て
い
ま
す
．
万
一
、
火
を
出
し

年
賀
状
は
お
早
め
に

　
　
　
　
　
　
　
郵
便
番
号
を
忘
れ
な
い
で

　
郵
便
局
で
は
、
年
賀
状
の
差
し
出

し
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
望
ん
で
お
り

ま
す
。

一
、
年
賀
状
の
差
し
出
し
は
十
二
月

　
二
十
二
日
ま
で
に
．

・
年
賀
状
の
取
り
扱
い
は
十
二
月
十

五
日
か
ら
で
す
。
遅
く
な
っ
て
差
し

出
さ
れ
る
と
、
元
旦
配
達
に
間
に
合

わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
「
自
市

あ
て
」
「
自
県
あ
て
」
と
「
県
外
あ

て
」
の
も
の
に
わ
け
　
紐
、
ゴ
ム
輪

等
で
束
ね
て
、
お
出
し
下
さ
い
。

二
．
あ
な
た
の
住
所
の
郵
便
番
号
を

　
お
忘
れ
な
く
。

・
年
賀
状
は
、
あ
な
た
の
郵
便
番
号

を
相
手
の
方
に
お
知
ら
せ
す
る
、
ま

た
と
い
チ
ヤ
ソ
ス
で
す
．

三
、
心
を
こ
め
た
年
賀
状
を
迷
い
子

　
に
し
な
い
た
め
に
あ
て
名
は
く
わ
＝

　
し
く
は
っ
き
り
と
．

・
府
県
名
は
省
略
し
な
い
で
下
さ

い
。
受
取
人
と
差
出
人
、
氏
名
、
肩

書
を
、
ハ
ッ
キ
リ
と
書
い
て
下
さ
い

四
、
戸
毎
に
家
族
表
札
と
郵
便
番
号

　
を
。

・
郵
便
物
の
誤
配
達
や
不
在
の
た
め

の
持
ち
戻
り
を
な
く
す
た
め
に
、
家

族
表
札
と
受
箱
を
、
ぜ
ひ
各
家
庭
に

お
そ
な
え
下
さ
い
．
郵
便
局
で
は
、

次
の
と
お
り
あ
っ
せ
ん
し
て
お
り
ま

す
。
　
（
見
本
は
、
窓
口
に
掲
示
し
て

あ
り
ま
す
）
。

◎
家
族
表
礼
（
金
属
製
）
百
三
十
円

◎
受
箱
（
金
属
製
、
木
製
ー
耐
性
ベ

　
ニ
ヤ
）
五
百
三
十
円

㎜
集
年
始
の
－
縢

　
切
る
習
慣
を
必
ず
つ
け
て
ほ
し
い
も

　
の
で
す
。
火
災
ば
か
り
で
な
く
、
ガ

　
ス
中
毒
と
い
う
お
そ
ろ
し
い
事
故
が

　
お
き
ま
す
．

　
　
火
の
元
だ
け
は
、
い
く
ら
気
を
つ

　
か
っ
て
も
、
つ
か
い
す
ぎ
る
こ
と
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
皆
さ
ん
が
、

　
一
到
し
て
、
自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
は

　
　
食
生
活

　
　
お
正
月
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
、
い

　
わ
ゆ
る
お
せ
ち
料
理
と
お
も
ち
が
食

　
担
が
重
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
運

　
動
不
足
も
手
伝
っ
て
、
ま
さ
に
、
冑

　
腸
に
と
っ
て
最
悪
の
季
節
と
い
う
わ

　
　
そ
こ
で
、
お
正
月
料
理
は
、
三
ガ

　
日
と
し
て
、
早
く
普
通
の
食
生
活
に

　
戻
る
こ
と
を
考
え
ま
し
」
う
。
そ
し

　
て
、
で
き
る
だ
け
新
鮮
な
生
野
菜
や

　
く
だ
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
体
の
調

端
子
を
と
と
の
え
る
た
い
せ
つ
な
か
ぎ

””
”
”
絶
対
に
火
を
出
さ
な
い
と
、
誓
い
合

お
”
”
い
ま
し
ょ
う
。

”
”
生
活
の
中
心
に
な
り
ま
す
．
そ
の
う

お

”
”
え
、
お
と
な
た
ち
は
お
酒
と
い
う
こ

ハコ

”
一
と
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
胃
に
負

．
．
け
で
す
。

1
0

0
1

0
6

た
ら
「
ど
う
す
る
か
」
を
、
家
族
全

員
が
、
し
っ
か
り
心
得
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
散
水
用
に
庭
に
出
し
て
あ
る
水
道

が
寒
さ
の
た
め
に
凍
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
露
出
部
を
早
め
に
、
布
や
わ

ら
な
ど
で
包
ん
で
お
き
ま
す
。

　
寒
さ
に
弱
い
庭
木
の
保
護
、
雪
に

よ
る
枝
折
れ
な
ど
の
対
策
は
、
男
手

を
か
り
て
、
早
め
に
す
ま
せ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
同
時
に
、
そ
ろ
く
庭

木
の
寒
肥
も
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

　
そ
の
他

　
高
血
圧
の
方
に
は
、
寒
さ
が
大
敵

で
す
。
と
く
に
急
に
冷
た
い
空
気
に

ふ
れ
る
こ
と
は
禁
物
。
夜
中
に
、
便

所
に
お
き
る
と
き
は
、
必
ず
は
ん
て

ん
な
ど
を
着
せ
て
や
り
ま
す
。

　
や
け
ど
を
し
た
ら
、
油
を
す
ぐ
ぬ

る
の
が
常
識
と
さ
れ
て
ま
す
が
、
む

し
ろ
、
す
ぐ
水
で
ひ
や
す
こ
と
が
先

決
で
す
。

　
肌
あ
れ
を
ふ
せ
ぐ
に
は
、
脂
肪
分

を
た
っ
ぶ
り
と
り
、
ネ
ギ
、
キ
ヤ
ベ

ツ
、
ホ
ー
レ
ソ
草
、
ニ
ン
ジ
ソ
な
ど

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
．
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